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虔
大
津
漁
協
荷
捌
所
防
災
・

減
災
対
策
等
改
修
事
業
補
助

金	

１
千
３
５
万
円

　
荷
捌
所
の
高
圧
受
電
装
置
、
発
電
機
等

の
改
修
へ
の
補
助

虔
臨
時
福
祉
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業	

	

４
５
２
万
円

　
消
費
税
増
税
の
緩
和
策
と
し
て
、
低
所

得
者
及
び
子
育
て
世
帯
へ
商
品
券
を
発
行

す
る
事
業

虔
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

改
修
事
業	

６
４
１
万
円

　
国
の
幼
児
教
育
無
償
化
事
業
の
開
始
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
へ
の
負
担

金
が
増
大
す
る
大
津
漁
業
協
同
組
合
へ
の

補
助

虔
秋
サ
ケ
資
源
増
大
緊
急
支

援
事
業
補
助
金

１
千
１
０
０
万
円

虔
二
宮
地
区
情
報
通
信
基
盤

伝
送
路
移
設
業
務

　
　
　

１
千
３
１
９
万
円

　
電
柱
立
て
替
え
に
伴
う
光
ケ
ー
ブ
ル
の

架
け
替
え

虔
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助

金	
１
億
６
千
７
９
１
万
円

　
省
力
化
に
つ
な
が
る
農
業
用
機
械
を
導

入
す
る
組
織
へ
の
補
助

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 1 号 ) 2億8千858万円 46億5千658万円

６月定例会
　第２回定例会は、６月10日から開会され、町長から提案のあった補正
予算など10議案を、いずれも原案どおり可決し、20日に一般質問等を行っ
て閉会しました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
６
月
定
例
会
「
補
正
予
算
の
主
な
も
の
」

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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条
例
改
正
等

杉
野
議
員
・
石
田
議
員
　
森
林
環

境
譲
与
税
の
概
要
は
。

　
新
た
な
森
林
経
営
制
度
に
よ
る

森
林
整
備
、
意
向
調
査
や
現
況
把

握
等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
国
が
市
町

村
及
び
都
道
府
県
に
交
付
す
る
。
各
自

治
体
へ
の
譲
与
額
は
、
私
有
林
の
人
工

林
面
積
、
林
業
就
業
人
口
、
市
町
村
人

口
を
基
に
算
出
さ
れ
る
。

　
国
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
財
源
と

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環

境
税
を
課
税
し
、
年
額
１
千
円
を
個
人

住
民
税
の
均
等
割
に
上
乗
せ
す
る
。

石
田
議
員
　
介
護
保
険
条
例
の
改

正
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
の
見

込
み
は
。

　
町
内
の
軽
減
対
象
者
は
、
４
９

６
人
。
軽
減
額
は
、
２
３
４
万
７

千
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
条 

例 

改 

正 

等
】

【
人
　 

事
　 

案
　 

件
】

▼
豊
頃
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

の
制
定

　
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
を
積
み
立
て
、
事
業
の
執
行
と
財
源

管
理
を
適
正
に
行
う
た
め
、
新
た
な
基

金
を
設
置
す
る
条
例
。

▼
豊
頃
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
、
非
課
税
対

象
車
両
と
減
免
対
象
車
両
を
自
動
車
税

と
同
様
の
取
り
扱
い
と
す
る
た
め
改

正
。

▼
豊
頃
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
分
を
財

源
に
、
所
得
の
少
な
い
65
歳
以
上
の
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
軽
減

措
置
を
強
化
す
る
改
正
。
令
和
元
年
度

及
び
２
年
度
の
保
険
料
に
適
用
。

▼
豊
頃
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
８
月
11
日
に
任
期
満
了
と
な
る
熊
野

幸
雄
氏
（
茂
岩
栄
町
）、
大
谷
美
勇
子

氏
（
茂
岩
本
町
）
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し

た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
５
年
８
月
11
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

主
な
審
議
内
容

補
正
予
算

大
崎
議
員
　
出
納
室
窓
口
改
修
工

事
と
あ
る
が
工
事
概
要
は
。

　
出
納
室
窓
口
に
設
置
し
て
い
る

ア
ク
リ
ル
板
を
撤
去
し
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
。
窓
口
業
務
の

対
応
向
上
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を

図
る
。石

田
議
員
・
岩
井
議
員
　
総
合
行

政
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
お
い

て
、
国
の
幼
児
教
育
無
償
化
事
業
の
概

要
は
。

　
本
年
10
月
か
ら
、
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用
す
る

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
０
歳

か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
子
ど
も
の
利
用
料
が
無
償
化
と
な
る
。

事
業
期
間
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

大
谷
議
員
　
臨
時
福
祉
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
の
概
要
は
。

　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

に
伴
う
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯

へ
の
影
響
緩
和
と
地
域
の
消
費
を
喚

起
・
下
支
え
す
る
た
め
、
国
の
政
策
に

よ
り
行
う
事
業
。

　
対
象
者
は
、
低
所
得
者
と
し
て
住
民

税
非
課
税
者
の
う
ち
住
民
税
課
税
者
の

被
扶
養
者
と
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く

者
。
子
育
て
世
帯
と
し
て
平
成
28
年
４

月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯
。
本

町
で
は
７
０
０
人
程
度
を
予
定
。

　
商
品
券
は
、
１
セ
ッ
ト
５
千
円
分
の

商
品
券
を
４
千
円
で
購
入
で
き
、
最
大

５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
能
。

石
田
議
員
　
臨
時
福
祉
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
町

で
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
へ
の
影
響
は
。

　
臨
時
福
祉
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
は
、
購
入
世
帯
が
限
ら
れ

る
た
め
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

工事前の出納室窓口

会議の詳細は会議録で
　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
条
例
改
正
等
▽
主
な
審
議
内
容
ほ
か

役
場
だ
よ
り
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Ｑ
　
ス
ー
パ
ー
閉
店
後
の

高
齢
者
な
ど
の
買
い
物
弱

者
対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
今
回
の
ス
ー
パ
ー
閉
店

は
、
町
民
特
に
高
齢
者
が

日
々
必
要
と
す
る
食
品
等

の
購
入
が
困
難
と
な
る
緊

急
か
つ
重
大
な
問
題
と
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
は
現
在
営
業

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
経
営
者
の
話
も
聞

き
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

Ｑ
　
閉
店
後
の
ス
ー
パ
ー
の
土
地
、
店

舗
を
豊
頃
町
農
業
協
同
組
合
か
ら
引
き

受
け
る
の
か
。ま
た
引
き
受
け
時
期
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
豊
頃
町
農
協
か
ら
は
、
土
地
、
店
舗

を
無
償
で
町
に
寄
附
し
た
い
と
の
文
書

が
届
い
た
。

　
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
譲
り
受
け

で
き
る
だ
け
店
舗
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
営
業
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
、
店
舗
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
業

者
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
方
と
協
議
し
な

が
ら
、
水
回
り
等
店
舗
を
改
修
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
ス
ー
パ
ー
店
舗
を
豊
頃
町
農
協
か

ら
引
き
受
け
た
場
合
、
次
の
展
開
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
豊
頃
町
農
協
か
ら
の
寄
附
の
申
し
出

の
文
書
に
は
、
町
の
活
性
化
の
た
め

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
条
件
が
あ

り
、
そ
う
い
う
考
え
に
立
っ
て
寄
附
を

受
け
使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
ス
ー
パ
ー
閉
店
を
機
に
、
新
た
な

商
業
振
興
策
を
関
係
機
関
と
ま
と
め
る

考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
商
業
者
の
中
に
は
後
継
者
の
い
な
い

小笠原茂人  議員 

茂岩市街地スーパー
閉店後の対策は

Ｑ
　
豊
頃
町
史
は
、
平
成
22

年
３
月
に
追
補
版
Ⅱ
巻
を
発

刊
後
10
年
が
経
過
す
る
。
追

補
版
Ⅲ
巻
発
刊
へ
の
考
え

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
追
補
版
の
発
刊
は
、
社
会

情
勢
や
町
の
記
念
す
る
年
な

ど
に
左
右
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
る
が
、
例
え
ば
10
年
ご
と

に
小
冊
子
を
作
成
し
て
町
民

向
け
に
発
刊
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
本
年
５
月
に
元
号
が
令
和
に
改
元

さ
れ
、
来
年
は
開
町
１
４
０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
機
に
、
町

長
の
任
期
中
に
追
補
版
を
発
刊
す
る
考

え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
の
記
念
す
る
年
に
発
刊
す
る
こ
と

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
具
体
的
に
い
つ
に
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
。
今
後
適
切
な
形
で
発
刊
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。 石田　　貢 議員 

豊頃町史追補版の
発刊は

店
も
あ
り
、
事
業
継
承
に
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
店
舗
の
営
業

に
行
政
が
関
与
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く

な
い
と
考
え
て
い
る
。
商
店
街
の
利
用

促
進
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
や
患
者
輸
送
車
の
買
い
物
利
用
へ

の
Ｐ
Ｒ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
商
工
会

と
協
議
し
な
が
ら
取
り
進
め
た
い
。

Ｑ
　
店
舗
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
町

内
の
経
営
者
を
模
索
す
る
考
え
は
。
ま

た
、
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
る
企
業
に

売
り
場
を
貸
し
出
す
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
質
問
内
容
を
含
め
様
々
な
意
見
が
あ

り
、
商
工
会
等
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
店
舗
の
空
い
て
い

る
期
間
を
短
く
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

６月に閉店したスーパーマーケット

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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　 技能実習（従来） 特定技能１号（新設）

対
象
職
種 80職種

技能実習の対象職種のうち、農業、漁
業、建設、介護など14分野（※建設、
造船・船用工業の２分野）

技
術
水
準 試験等なし

相当程度の知識又は経験を必要とする
技能を試験等で確認（※熟練した技能
を試験等で確認）

日
本
語
　

能
力
水
準

試験等なし

ある程度日常会話ができ、生活に支障
がない程度を基本とし、業務上必要な
日本語能力を試験等で確認

（※試験等なし）

在
留
期
間

技能実習１号：１年以内
技能実習２号：２年以内
技能実習３号：２年以内

（合計で最長５年）

通算５年が上限
（※在留期間の更新が必要、要件を満
たせば家族の帯同が可能）

意　見　書
①　新たな過疎対策法の制定に関する意見書

②　2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書

③　「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就

学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の

１への復元、教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下

学級」の実現に向けた意見書

④　2019年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

⑤　介護従事者の処遇改善を求める意見書

①から③は総務文教常任委員会、④から⑤は産業厚生常任委員会にて

審議した意見書案が、各常任委員会委員長から提案説明され、いずれ

も原案どおり可決し、関係省庁・機関に提出されました。

提案説明する小笠原茂人議員（左）と坂口尚示議員（右）

豊頃町史と追補版

在留資格「技能実習」と「特定技能」の比較

Ｑ
　
町
内
で
の
外
国
人
の

受
入
れ
状
況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
37
人
の
外
国
人
が
在
住

し
、
そ
の
う
ち
29
人
は
酪
農

業
等
の
技
能
実
習
生
と
し

て
来
て
い
る
。

Ｑ
　
４
月
に
入
管
難
民
法

が
改
正
さ
れ
、
特
定
技
能
１

号
、
特
定
技
能
２
号
と
い
う

在
留
資
格
を
新
設
、
そ
れ
以
前
に
は
永

住
可
能
な
高
度
専
門
職
と
い
う
在
留
資

格
を
設
け
る
な
ど
国
は
外
国
人
材
の
受

入
れ
を
推
進
し
て
い
る
。
本
町
も
制
度

を
生
か
し
、
人
手
不
足
解
消
や
人
口
増

加
を
模
索
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
改
正
後
の
制
度
に
よ
る
外
国
人
は
ま

だ
い
な
い
が
、
い
ず
れ
は
様
々
な
業
種

で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
外
国
人
居
住
者
へ
の
生
活
支
援
体

制
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
酪
農
業
に
従
事
す
る
外
国
人
に
つ
い

大崎　英樹  議員 

外国人材の受入れは

て
は
、
そ
の
雇
用
主
が
人
材
の
採
用
か

ら
生
活
面
の
保
障
ま
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
業

種
で
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
外
国

人
の
採
用
を
働
き
か
け
る
等
の
窓
口
を

作
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
北
海
道
に
お
い
て
外
国
人
材
の
受
入

れ
に
関
す
る
組
織
が
で
き
る
予
定
と
聞

い
て
お
り
、
状
況
等
確
認
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
外
国
人
居
住
者
と
の
異
文
化
交
流

を
進
め
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
外
国
人
の
雇
用
主
と
協
議
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（※は特定技能２号に関するもの）

（法務省公開資料をもとに作成）

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
意
見
書	

ほ
か

役
場
だ
よ
り
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〔
6
月
〕

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
第
２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

11
日
　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
・
研
修
会
　
　
～
札
幌
市

20
日
　
第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
、意
見
書
、そ
の
他
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

25
日
　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

議
員
研
修
会
　
　
　
～
札
幌
市

〔
7
月
〕

９
日
　
新
任
議
員
研
修
会
　
～
札
幌
市

12
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

26
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）

27
日
～
29
日
　
姉
妹
都
市
交
流

  
 

～
福
島
県
相
馬
市

◎
今
後
の
予
定

〔
8
月
〕

20
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

 
 

～
札
幌
市

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議

　
　
　
長
研
修
会 

～
池
田
町

30
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）

〔
9
月
〕

２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

10
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
30
年
度
決
算
審
査
）

12
日
　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
６
月
10
日
、
豊
頃
生
涯
教
室
（
島

守
学
級
長
）
か
ら
19
人
が
６
月
議
会

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
豊
頃
生
涯
教
室
で
は
、
活
動
の
一

環
と
し
て
今
回
初
め
て
傍
聴
す
る
こ

と
と
し
、
午
前
10
時
の
開
会
時
間
に

合
わ
せ
て
傍
聴
席
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
熱
す
る
議
論
の
様
子
を
約
１
時

間
傍
聴
し
、「
た
く
さ
ん
質
疑
が
出
さ

れ
も
っ
と
傍
聴
し
た
か
っ
た
」、「
内

容
が
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
話
し
な

が
ら
議
場
を
あ
と
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

豊
頃
生
涯
教
室
が議会

傍
聴学級生が議会を傍聴

研修会講師の有馬晴海氏

　
６
月
25
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
主
催
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
全
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
政
治
評
論
家
の
有
馬

晴
海
氏
が
「
ど
う
な
る
？
今
後
の
日
本

政
治
」、
中
央
大
学
名
誉
教
授
の
佐
々

木
信
夫
氏
が
「
地
方
は
変
わ
れ
る
か
～

議
会
は
ど
う
変
わ
れ
る
か
、
自
治
体
を

ど
う
変
え
る
か
～
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
全
道
か
ら
１
千
５
０
０
人

を
超
え
る
議
会
議
員
が
出
席
し
、
時
折

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
講
演
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

議
員
の
資
質
向
上
に

議
員
研
修
会
出
席

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
議
会
日
誌	

ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


